
西
脇
市
耐
震
改
修
促
進
計
画　
　

３
月
16
日
ま
で

西
脇
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略　

３
月
25
日
ま
で
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　「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）」
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
計
画
や
条
例
を
原

案
の
段
階
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
建
設
的
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
よ
り
良
い
も
の
を
目
指
そ
う
と
す
る
制
度
で

す
。
市
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
西
脇
市
耐
震
改
修
促
進
計
画（
案
）」
と
「
西
脇
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
案
）」

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施

　

平
成
23
年
に
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）、
平

成
28
年
に
熊
本
地
震
、
鳥
取
県
中

部
地
震
、
平
成
30
年
に
大
阪
府
北

部
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、

山
形
県
沖
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、

近
年
、
日
本
各
地
で
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
今
後
30

年
以
内
に
、
70
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

西
脇
市
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
な
住
環

境
の
確
保
に
向
け
て
、
既
存
の
住

宅
・
建
築
物
の
安
全
性
を
計
画
的

に
高
め
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、「
西
脇
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
も
の
で
、
耐
震
性
が
不

足
す
る
住
宅
・
建
築
物
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
や
支
援
を
推
進

し
て
い
く
も
の
で
す
。
地
震
に
よ

る
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
、
国
の
基
本
方
針
や
兵
庫
県

耐
震
改
修
促
進
計
画
を
踏
ま
え
、

耐
震
化
率
な
ど
の
目
標
を
設
定
し
、

既
存
の
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

◆
募
集
期
間

　

３
月
16
日
（
月
）
ま
で

◆
閲
覧
場
所

・
建
築
住
宅
課

・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

・
図
書
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
意
見
の
提
出
方
法

　

任
意
の
様
式
で
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
意
見
の
提
出
先

　

〒
６
７
７-

８
５
１
１

　

西
脇
市
郷
瀬
町
６
０
５

　

建
築
住
宅
課
宛
て

　

☎
22-

３
１
１
１

　
　

22-

6
2
8
3

　
　

kenchiku@city.nishiwaki.lg.jp
◆
そ
の
他

・
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

　

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※

意
見
内
容
を
確
認
す
る
場
合
に

　

限
り
、
個
人
情
報
を
利
用
し
ま

　

す
。

・
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の

　

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
提
出
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

　

答
は
し
ま
せ
ん
。

・
意
見
の
反
映
結
果
な
ど
市
の
考

　

え
方
は
、
提
出
意
見
と
と
も
に
、

　

後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　

ま
す
。

◆
問
合
せ

　

建
築
住
宅
課
（
市
役
所
内
線
２

８
０
）

　

西
脇
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
は
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
第
10
条
の

規
定
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
も
の

で
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の

集
中
を
是
正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」
に
関
す
る
施
策
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

西
脇
市
で
は
「
地
域
産
業
が
活

性
化
さ
れ
、
全
て
の
世
代
が
い
き

い
き
と
暮
ら
し
、
活
躍
で
き
る
ま

ち
」
を
目
指
し
、
▼
未
来
を
ひ
ら

く
「
ひ
と
づ
く
り
」
の
循
環
サ
イ

ク
ル
を
構
築
し
ま
す
▼
活
力
み
な

ぎ
る
「
し
ご
と
づ
く
り
」
に
取
り

組
み
ま
す
▼
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ま

ち
の
元
気
づ
く
り
」
に
取
り
組
み

ま
す―

と
い
う
３
つ
の
基
本
目
標

を
設
定
。
子
育
て
支
援
環
境
の
充

実
や
地
域
産
業
の
振
興
、
ま
ち
の

元
気
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
　◆
募
集
期
間

　

３
月
25
日
（
水
）
ま
で

◆
閲
覧
場
所

・
次
世
代
創
生
課

・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

・
図
書
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
意
見
の
提
出
方
法

　

任
意
の
様
式
で
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
意
見
の
提
出
先

　

〒
６
７
７-

８
５
１
１

　

西
脇
市
郷
瀬
町
６
０
５

　

次
世
代
創
生
課
宛
て

　

☎
22-

３
１
１
１

　
　

22-

１
０
１
４

　
　

sousei@
city.nishiwaki.lg.jp

◆
そ
の
他

・
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

　

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※

意
見
内
容
を
確
認
す
る
場
合
に

　

限
り
、
個
人
情
報
を
利
用
し
ま

　

す
。

・
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の

　

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
提
出
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

　

答
は
し
ま
せ
ん
。

・
意
見
の
反
映
結
果
な
ど
市
の
考

　

え
方
は
、
提
出
意
見
と
と
も
に
、

　

後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　

ま
す
。

◆
問
合
せ

　

次
世
代
創
生
課
（
市
役
所
内
線

２
１
１
）
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将来推計人口と高齢化率

総人口（左目盛り） 高齢化率（右目盛り）

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（平成30（2018）年推計）」（出生中位・死亡中位仮定）

総合戦略策定の背景

　平成27年以降、全国で地方創生の
取り組みが進みましたが、東京圏への
人口流入は加速しており、少子化の傾
向も改善していません。本市では、県
内でも比較的高い出生率を維持してい
ますが、10歳代後半から20歳代まで
の若者が都市部に流出していることが
課題となっており、人口減少に歯止め
がかかっていません。
　国立社会保障・人口問題研究所の推
計で、本市の人口は令和22年に３万
人を下回り、高齢化率が40パーセン
トを超えると見込まれています＝下図。

い
ぶ
り


